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1. 本仕様書について 

本仕様書は次期三重県情報ネットワーク（以下、「次期ネットワーク」という。）にかかる主回線の調

達仕様を記載している。主回線は、本庁舎、各総合庁舎、大規模単独地域機関、市町等利用機関、IDC②

を接続する次期ネットワークの基盤となる回線である。 

なお、次期ネットワークの全体概要については、「三重県情報ネットワーク 共通仕様書」（以下、「共

通仕様書」という。）を参照すること。 

また、本仕様書では、各項目を「必須」、「提案」に分類した形で仕様書上に記載している。必須およ

び提案にかかる詳細は次の通りである。なお、本文中には「必須」は記載せず（本書に記載されている

要求事項は必須）、「提案」のみを記載するものとする。 

 

表 2.1-1 必須と提案 

分類 詳細 

必須 本県が求める仕様であり記載内容通り必ず実現すること 

提案 本県が受託事業者に求める提案要件であり受託事業者は必要に応じて提案を行うこと 

 

 

2. 調達概要 

2.1 契約名 

三重県情報ネットワークにかかる主回線の利用契約 

 

2.2 調達範囲・業務概要 

調達の範囲は、以下「図 2.2-1 主回線全体構成図」に図示するネットワークのうち、 

・ 主回線① 

・ 主回線② 

・ 主回線③ 

・ 主回線④ 

とする。 

なお、主回線の対象拠点については、「別紙 1 主回線ネットワーク一覧」を参照すること。 

＜提案＞「別紙 1 主回線ネットワーク一覧」に記載の最大帯域、確保帯域以上の帯域を提案すること。 

業務概要は、これらのアクセス回線の敷設、移行、監視・運用保守を行うこととする。 

 



三重県情報ネットワークにかかる主回線の利用契約 情報提供依頼 仕様書 

- 2 - 

 

図 2.2-1 主回線全体構成図 

 

2.3 責任分界点 

「三重県情報ネットワークにかかる主回線の利用契約」にかかる責任分界点は以下「図 2.3-1 次期主

回線の責任分界点」の通り。※回線終端装置の機器ポート（RJ-45 等）を責任分界点とする。 

 

 

図 2.3-1 次期主回線の責任分界点 

 

2.4 期間の設定 

契約締結日から 2021 年 3月 31 日まで契約期間とする。 

受託事業者は、契約日から 2020 年 9 月 1 日の間に全拠点で主回線の敷設及び試験を行い、主回線の利

用が可能な状態とすること。その後、2020 年 9 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までをネットワークの切
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替期間とし、ネットワーク機器を拠点ごとに順次次期ネットワークに移行していく想定であるため、受

託事業者も必要に応じて、切替試験や切替時の疎通確認等の協力を行うこと。また、切替後はサービス

提供期間と同等のサービスレベルを提供すること。ただし、回線利用料は 2021 年 1 月から発生するも

のとする。 

なお、本契約は、地方自治法第 234 条の 3 に基づく長期継続契約とする。また、契約終了日の 1 か月

前までに本県から申し出がない限り、同一条件にて 1か月ごとに自動延長されるものとする。なお、契

約を締結した翌年度以降において、当該契約に係る歳出予算の減額または削除等があった場合は、契約

期間内であったとしても当該契約を変更または解除することがある。 

 

 

表 2.4-1 期間の設定 

No 期間 開始 終了 

1 契約期間 契約締結日 2021 年 3 月 31 日 

2 準備期間 契約締結日 2020 年 12 月 31 日 

3 敷設・試験期間 契約締結日 2020 年 9 月 1日 

4 切替期間 2020 年 9 月 1日 2020 年 12 月 31 日 

5 サービス提供期間 2021 年 1 月 1日 2021 年 3 月 31 日 
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2.5 スケジュール概要 

契約締結後のスケジュール概要は以下「図 2.5-1 主回線の利用スケジュール」の通り。 

 
図 2.5-1 主回線の利用スケジュール 

 

2.6 支払条件 

本契約にかかる費用の支払い方法は、年度末払いまたは月払いとする。 

 

2.7 機密保持 

・ 本業務は、三重県電子情報安全対策基準（三重県情報セキュリティポリシー）を遵守して行う

こと。当該ポリシーに抵触する行為または事象が発生した場合、そのようなおそれがある場合

は、本県に報告を行い、本県の指示のもと速やかに対応すること。なお、三重県電子情報安全

対策基準については、契約後に開示する。 

・ 業務遂行上知り得た個人情報及び本県の機密事項については、本業務のみに利用するものとし、

契約期間中または契約終了後を問わず第三者に漏えいしないこと。 

・ 本業務を担当する者は、予め身分を証明する書類を本県へ提出すること。 

・ また、この契約による事務を処理するための個人情報の取扱いについては、契約書（案）別記

「個人情報の取扱いに関する特記事項」を守らなければならない。 

 

2.8 注意事項 

・ 本業務について、契約書及び仕様書に明示されていない事項でも、その履行上当然必要な事項

については、受託事業者が責任を持って対応すること。 

・ ネットワークの停止を伴う作業については、本県と協議の上、業務の停止を最小限とすること。 

・ 本仕様書及び共通仕様書に記載されている全ての作業について、いかなるケースにおいても本

県に対して手数料、別途費用を請求することはできない。ただし、本県の要求仕様変更による

追加費用については別途協議を行うこととする。 
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・ 共通仕様書及び本仕様書に定めのない事項が発生した場合及び疑義が発生した場合は、本県と

協議の上、定めるものとする。 

・ 契約期間中に拠点の移転等があった場合、本県と協議し、回線の移設対応を行うこと。 

・ 契約期間中に拠点の廃止等があった場合、本県と協議し、月単位の契約金額の減額に応じるこ

と。 

・ 受託事業者は、業務の履行にあたって暴力団、暴力団関係者または暴力団関係法人等（以下暴

力団等という。）による不当介入を受けたときは、次の義務を負うものとする。 

(1) 断固として不当介入を拒否すること。 

(2) 警察に通報するとともに捜査上必要な協力をすること。 

(3) 本県に報告すること。 

(4) 業務の履行において、暴力団等による不当介入を受けたことにより工程納期等に遅

れが生じる等の被害が生じるおそれがある場合は、本県と協議を行うこと。 

・ 受託事業者が上記の(2)または(3)の義務を怠ったときは、本県の締結する物件関係契約からの

暴力団等排除要綱第７条の規定により三重県物件関係落札資格停止要綱に基づく落札資格停

止等の措置を講ずる。 

 

3. 納品成果物 

3.1 文書成果物 

受託事業者は、以下の文書成果物を指定された提出期限までに本県に納品すること。納品方法は、電

子媒体と紙面での納品を各 2 部とする。なお、電子媒体のファイル形式については、本県と事前に協議

を行うこと。 

表 3.1-1 文書成果物一覧 

No 成果物 内容説明 提出期限 

1 業務計画書 敷設に係る作業工程表、作業体制表 契約締結後速やか

に 

2 ネットワーク構成図 ネットワーク全体構成図 

接続拠点の一覧など 

2020 年 

10 月末日まで 

3 試験成績書 光ケーブルのレベル測定合否結果な

ど 

2020 年 

12 月末日まで 

4 保守連絡体制図 連絡体制及び連絡手段と連絡先など 2020 年 

12 月末日まで 

5 回線終端装置ユーザマニ

ュアル 

電源のオフオン方法や LED の状態確

認方法など 

2020 年 

12 月末日まで 

6 運用保守実施報告書 期間内に実施した運用実績 

期間内に発生した障害事象・対応 

毎月 

 

7 SLA 報告 SLA 順守状況 2021 年 3月 

その後 半期毎 
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3.2 打合せ議事録 

本業務遂行に伴う打合せの議事録は受託事業者がその都度作成し、本県に電子媒体で提出すること。 

 

4. 詳細仕様 

4.1 主回線にかかる仕様 

4.1.1 主回線仕様 

・ 高速アクセス回線を用いた広域 Ethernet サービス（閉域網）とすること。 

・ 回線終端装置の設置場所は、本県の指示に従うこと。 

・ 広域 Ethernet サービスの網内は冗長化されており、万が一ネットワークに障害が発生しても

障害区間を迂回することなどにより、停止を最小限に留めることが可能であること。 

・ 大規模災害、社会インフラ（電力供給等）の障害等を想定の上、提供する回線網と設備に関し

て、具体的な耐障害性（経路分離、ハザードマップを考慮した条件）を備えており、本県に情

報提供が可能なこと。 

・ 本県への提供インターフェースは、1Gbps までは RJ-45 とし、1Gbps を超えるものは 10GBASE-

SR/LR であること。 

・ レイヤ 3以上については、TCP/IP,RIPv2,OSPFv2 などをはじめ、プロトコルフリーであること。 

・ データリンク層（レイヤ 2）仕様については、IEEE802.3 に準拠し、IEEE802.1Q に対応し VLAN

タグを利用することが可能なこと。 

・ スパニングツリープロトコルの BPDU（Bridge Protocol Data Unit）が利用可能なこと。回線

の仕様上、BPDU の透過ができない場合は、BPDU 透過用の機器を追加することも可とするが、

回線稼働率等の SLA 要件の対象内であることに注意すること。 

・ 本庁舎、IDC②においては、以下のいずれかの冗長構成をとること。 

（１）局舎への経路を異ルートで冗長化し、IEEE802.3 準拠のリンクアグリゲーションが利用

可能なこと。 

（２）デュアル回線等で 1つの回線に障害が発生した場合でも、別のもう 1つの回線に自動で

切り替わる等、冗長化された回線であること。 

・ IPv6 対応であること。ただし、未対応の場合であっても、本県が必要と判断した場合に、IPv6

に速やかに対応することで可とする。 

・ マルチキャスト通信に対応可能なこと。 

・ 主回線の移転、増設、廃止及び帯域の変更は、他の対象拠点に影響を及ぼすことなく可能であ

ること。 

・ ＜提案＞各条件、要件の品質を維持するため、主回線サービスにおけるサービス品質保証制度

として、伝送遅延時間、サービス稼動率、故障回復時間に係る指標を設定しており、報告可能

なこと。 

・ 網内遅延の月平均が 10ms を超えないこと。 

 

4.1.2 主回線の敷設 

・ 敷設作業に先立ち、施設環境の調査等が必要な場合は、本県と協議の上、受託事業者の責任に
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おいて調査を実施すること。 

・ 必要な全ての部材を準備したうえで、運用・保守に必要な主回線の敷設工事及び接続作業を行

うこと。 

・ 主回線敷設工事、回線終端装置の設置、接続機器との調整作業は、可能な限り同日で実施する

ものとし、日程・作業時間についても本県の指示に従うこと。 

・ 機器の搬入・設置等については、本県の指示に従い、周辺機器及びソフトウェアを含め必要な

接続、設定等を行った上、運用可能な状態で設置すること。また、各種稼働確認を行い、正常

動作を確認すること。 

・ 稼働しているネットワーク等の運用を停止することなく作業を行うこと。ただし、止むを得ず

一時的に停止する場合は、本県と協議の上、決定すること。 

・ 通信ケーブルに負荷のかからないようケーブリングを施すこと。 

・ 回線側機器・電源ケーブル・通信ケーブル等にラベル表記すること。 

・ 敷設工事完了後、回線終端装置までの疎通確認テストを行うこと。 

・ 本回線に係る工事において、仮撤去・移設したものは現状通りに復旧すること。また、破損、

障害等が発生した場合は、本受託事業者の責任において直ちに復旧すること。 

・ 回線側機器等の搬入時にあたって発生した不要物(梱包材等)は速やかに回収し、本受託事業者

の責任、負担において、安全に廃棄すること。 

 

4.1.3 主回線の移行 

次期ネットワーク受託事業者が移行設計を行うため、連携して移行を行うこと。 

 

4.1.4 主回線の監視・運用保守 

・ 主回線（回線終端装置含む）は、24 時間 365 日の監視、故障受付及び障害対応を行い、万全の

サポートが可能なこと。 

・ 拠点毎・月毎の稼働率を把握・管理し、SLA 報告書を提出すること。 

・ 利用拠点毎のトラフィックレポートは以下のいずれかで提供すること。 

・ 月次及び年次のトラフィックレポートを提出 

・ Web にてトラフィックレポートが確認可能な環境を提供 

・ トラフィックが本県の設定した閾値を超えた場合は、メール等によりアラーム通知が行えるこ

と。 

・ 緊急なものを除き、回線停止等に係る年間の運用停止計画を提出すること。運用停止計画以外

の日時に回線の停止が必要な場合、停止の 30 日前までに本県に連絡し、承認を得ること。 

 

4.2 運用管理業務にかかる仕様 

4.2.1 管理体制・連絡体制 

・ 本県及び次期ネットワーク受託事業者からの連絡を 24時間受けられるようにすること。 

・ 障害発生時等の連絡体制を確保し、単一窓口であること。 

・ 必要に応じて本県及び次期ネットワーク受託事業者間においても連携し対応すること。以下に
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連絡体制を示す。 

 

図 4.2-1 連絡体制図 

 

4.2.2 保守対応時間 

・ 保守対応時間は、24 時間 365 日を原則とする。ただし、本県の休日を定める条例第 1条 1項

に規定する休日・夜間の時間において入館が不可能な拠点においては別途協議する。 

 

4.2.3 障害時対応 

・ 受託事業者にて障害発生を検知した場合や、三重県又は次期ネットワーク受託事業者から障害

対応依頼があった場合は、初期対応を開始するまでの時間を、概ね 30 分以内とすること。た

だし、大規模災害発生時はこの限りではないが、可能な限り対応すること。なお、初期対応と

は、障害発生箇所・原因の確認作業への着手、本県などの関係者への連絡等を指す。 

・ 障害発生拠点へ駆けつけ、不良部位の切分け及び修理・修正・交換を行うこと。オンサイトで

の保守対応が不可能な部位がある場合については、予備品の保有等により迅速な復旧を実現す

ること。 

・ 障害等により本県業務への影響が考えられる場合、速やかに関係者へ連絡を行うこと。 

・ 駆けつける必要があると判断してから、駆けつけ完了までの時間を 2時間以内とすること。 

・ 復旧方法が明らかになり、かつ復旧作業が必要な場所へ到着してから、復旧するまでを 2時間

以内とすること。ただし、2 時間以内の復旧が困難と判明した場合は、2 時間以内に復旧見込

み時間と対応スケジュールを報告すること。ただし、大規模災害発生時はこの限りではない。 

・ 回線終端装置等の常時保守部品（付属品、ソフトウェア等を含む。）を適切に管理し、迅速な対

応を可能とすること。 

・ 障害時対応体制を作成すること。なお、災害時を想定し、その具体的な対策を含めて作成す

ること。 

 

4.3 障害事後対応 

・ 障害事後対策として、収集した障害情報を分析し、同様の障害が発生しないように是正処置・

予防処置を講じること。 

・ 直ちに障害原因が判明しない場合は、本県の了承を得た上で、継続して調査を行い、障害原因
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の特定に努めること。また、業務への影響を最小限にするための対策を講じること。 

・ 障害情報、是正処置・予防処置の内容は障害記録として体系的に記録し、常に活用できるよう

に保存すること。 

 

4.4 設置機器・ケーブル等の撤去 

・ 本契約が終了する際には、設置してある回線終端装置等を撤去すること。 

・ 配線したケーブル類について、本県と調整のうえ、必要に応じて撤去すること。 

・ その他、本利用契約において工事施工等を行ったものについて、必要に応じて現状復帰させる

こと。 

 

5. サービスレベル要件  

5.1 SLA 基本事項 

次期ネットワークについて、24 時間 365 日稼動できる体制を確保するものとする。SLA 開始の時期は、

本県と受託者との協議において判断する。 

 

5.2 SLA 項目 

SLA 項目については、「別紙 2 主回線ネットワーク一覧」を参照の上、必要とするサービスレベル基

準値を違反しないよう、運用業務を行うこと。また、この SLA 項目を満たしているか管理し、半期ごと

に報告すること。違反した場合は、減額ポイントに応じた金額を減額する。 

 

6. 別紙 

別紙1 主回線ネットワーク一覧 

別紙2 サービスレベル設定基準（主回線） 


